
Ⅰ 「都道府県による市町村の補完」の位置付けは、どのような変遷を辿ってきたか。 

(２)市町村における対人行政サービスの増大 

資料の構成 

 地方自治法における位置付け  地方制度調査会等における言及 

Ⅱ 「都道府県－市町村関係」を取り巻く環境には、どのような変化があったか。 

(１)人口動態等の社会構造の変化 
 人口減少・少子高齢化 
 単身世帯の増加・核家族化 
 女性雇用者数の推移 
 社会構造の変化による行政の役割の増大 

(１)都市部への人口集中、大都市等の増加 
 三大都市圏等都市部への人口集中 
 居住地域・無居住地域の推移 
 市町村合併の進展状況 
 市町村数の変遷 
 市町村規模ごとの数と人口の推移 

 地方公共団体が処理する主な事務に係る制度の沿革 
 保健所事務の拡大及び権限委譲の沿革 
 保健所と市町村保健センターの業務 
 地方公共団体における民生費の推移 
 地方公共団体職員数の推移 
 地方公共団体における課室数の変遷 

Ⅳ 「都道府県による市町村の補完」の実態は、どのようになっているか。 

 各団体における取組事例（広島県、奈良県、鳥取県、高知県、秋田県） 

※ 第２回研究会以降、各団体から取組事例を発表していただく予定。 

資料２ 

Ⅲ 外部環境の変化を受けて、小規模市町村においてはどのように事務処理を行っているか。 

 小規模市町村における事務処理体制の現状 

 人口規模別の専門職員の配置状況等 

 新たな公共の担い手の台頭（NPO・地域運営組織の活用、民間
委託の実施） 

(２)大都市等への権限移譲、規模能力の不均質化 

 大都市等に対する権限移譲の進展 
 指定都市、特別区への人口集中 
 市町村合併の進展状況 
 事務処理特例による権限移譲の状況 
 各都道府県内の市町村の事務処理状況の分布 
 都道府県内の保健所の管轄区域の例 

１ 社会構造の変化、地方自治体の役割の増大 ２ 市町村の規模能力の変化 
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